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中国における学校外の「教育ブーム」と親の関与・対策 
―北京市在住の親を事例に― 
張奇（東北大学大学院・院生） 
 
第一章 序論 
1.問題の所在 
近年、中国において、受験競争が激しさを増している。特徴として、生徒
の学校内の学力競争だけではなく、学習塾や学習系の習い事といった学校外
の「教育ブーム」が起きていることである。学校外教育としての学習塾が広
がり、子供たちの学習負担が一向に軽減しない事態を重く見た政府は、2018
年 2月に学校外の教育施設の点検整理に乗り出し、1年後の 2019年 3月まで
に、点検対象 40万施設のうちの半数以上を整理した1。 
このような改革は学校外の「教育ブーム」にどのような結果をもたらした
だろうか。本論では最新の状況を調査し、これまでの経緯とともに、学校外
の教育ブームの実態を明らかにし、分析していく。 
本研究の目的は中国における学校外の「教育ブーム」の現状を、実践的な
研究を通して明らかにすることである。具体的には、子供の学校外の教育施
設（学習塾など）への最新の通い状況を明らかにすること、学校外の「教育
ブーム」がもたらす親たちの関与や負担を明らかにすること、親たちの負担
への対策を考察することである。 
筆者は、2019年 6月から 9月の間に教育資源が集中している北京市の 9つ
の家庭を対象に、半構造インタビューの手法を主とするフィールドワークを
実施した。本研究では、それに基づき、子供がどのような学校外の学習に参
加しているのか、また、親は子供の学校外の学習に対してどのように関与し、
受験競争に対してどのような対策をしているのかを考察する。 
 
 
1 2018 年 2 月に、中国教育部は生徒の学習負担を軽減するために、受験準備の校外教
育施設を規制するアクションプランを公表し、1年かけて各地の受験産業が経営する
悪質な校外教育施設を整理改善することにした。教育部は 2019 年 3 月までに 40 万
の学校外教育施設を審査した結果、そのうち 27万施設を問題ありと判定し、その 98％
を整理改善した。 
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2.先行研究  
中国の都市部のデータを基に研究を進めた薛・丁(2009)の分析によれば、
子供の学習塾の通い状況、また、学習塾への支出に影響する要因は家庭の年
収と父母の学歴にあった。年収の高い家庭、父母の学歴が高い家庭は子供を
通塾させる傾向がある。馬(2015)の中国の浙江省の調査によると、高所得層
だけではなく、低所得層の親でも子供に通塾させる傾向があるという分析結
果を提示した。楚(2009)の分析によれば、親が子供に高い期待をかけている
と、通塾の費用が高くなる傾向がある。 
陳(2009)はアンケート調査を通して、都市部の義務教育段階の生徒の学校
外補習率に影響を与える要因を検討した。この研究では、父親の学歴は子供
の学校外教育の参加に大きな影響を与えていると指摘している。日本では、
本田(沖津)(1998)は相対的低学歴者が学習塾に対する肯定的な意識を持つ傾
向が強いと分析した。 
先行研究の多くは親たちの経済力、階層、学歴に基づいた分析である。具
体的な生徒の学校外教育の参加状況と親たちの関与や負担とを結びつけ、学
校外教育の実像を分析する研究はまだ少ない。また、学習塾や習い事教室の
利用の有無や学校外の教育費用の支出に関する統計的な調査研究は多数ある
が、子供の学校外の学習の実態と親の教育意識への質的なアプローチ（一対
一のインタビュー型事例）を採用した研究はまだ少ない状況である。 
 
第二章 学校外の「教育ブーム」の由来と現状 
1.高等教育への進学 
中国の教育システムにおいて、小学校 6年と中学校 3年が義務教育段階で
ある。それ以後に、高級中学、大学、大学院または技能訓練を特化する専門
学校、職業学校などがある（図 1）。 
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図 1 中国の学校系統図 
（出典）文部科学省ホームページ 
 
図 1で示したように、小学校 6年と中学校３年の義務教育段階を終えた生
徒は中等教育、高等教育段階において、大きく二つの進路に分かれる。一つ
目は職業技能訓練のための職業中学、技術労働者学校、中等専門学校である。
卒業後に仕事に就く、あるいは、職業技術学院に進学する。二つ目は高級中
学に進学し、大学、さらに優秀な生徒は大学院に進学する。中国において、
高等教育を受けるためには「全国普通高等学校招生入学考試」（通称「高考」）
に参加し、希望する「高等学校」2へ進学することが一般的である。この教育
システムの構造によって、生徒が高等教育を受けるために参加する選抜試験
 
2 中国において、高等教育を受けるための学校のことである。大学、専科学校、職業
技術学院が含まれている。本研究においての「高等学校」は中国の教育システムに
おける大学、専科学校、職業技術学院といった学校を指し、日本の高等学校と区別
している。 
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「高考」は重要な位置付けを占めることになる。 
1999年に中国教育部では高等教育を普及させる動きがあった。1999年に公
布された「21 世紀に向けての教育振興行動計画」では、当時 9.8％であった
高等教育への進学率を上げる目標を設定した。結果、2005年には高等教育へ
の進学率は 21％となった3。さらに、2019 年中国教育部が公布した「全国教
育事業発展統計公報」によると 2018年にはこの進学率は 48.1％になった。つ
まり、半分近くの生徒は中等教育を終えた段階で高等教育を受けることを選
択するようになったのである。 
高等教育の普及は、「高等学校」への進学の難易度を下げつつも、激しい競
争を引き起こしている。原因は、一流の大学への進学率が低いことである。
教育資源が集中している中国の北京市でも、第一批本科4（一流の大学）への
進学率は 30％でしかない（2017年）。北京市に隣接している河北省では、こ
の進学率は半分になり、15％以下である。さらに南にある河南省では 10％以
下である。このように、「高等学校」への進学に決定的な影響を与える「高考」
においての競争は激しくなっているのである。 
 
2.学校内の学習負担の増大と政府の動き 
中国は 1977年に 10年間中断された大学統一入試（高考）を再開して以来、
激しい受験競争が再燃し、小学校や中学校の生徒は毎日多大な宿題の負担を
負うようになり、試験や授業が多くなった。生徒は日々学校の宿題に追われ、
多くの時間を学業だけに費やすこととなった。そのため、生徒の睡眠不足、
遊び時間の減少、総合能力の低下といった問題が起こった。 
それに対し、中国教育部は受験教育から「素質教育」への転換を図る改革
を行った。「素質教育」は生徒の「徳、智、体、美、労」の全面的な育成を目
的とする教育方針である5。1990年代後半、中国政府は従来の「受験教育」(応
試教育)の改善策として、「素質教育」(総合能力の重視)の理念を打ち出した。
1999年 6月 13日に、「共産党中央及び国務院から教育改革の深化と資質教育
の全面的な推進に関する決定」が発表され、「素質教育」が全面的に推進され
 
3 「全国教育事業発展統計公報」中国教育部ホームページ。 
4 中国の高等教育の中で、「本科」は四年制大学に相当する。「本科」の大学は「第一
批本科」、「第二批本科」、「第三批本科」の三つのランクがある。最も優秀な大学は
「第一批本科」に属する。 
5 「中共中央国務院教育改革の深化と資質教育の全面的な推進にする決定」により。
（1999.6.13，中国教育部ホームページ） 
 -131- 
ることになった。素質教育の推進によって、受験競争を煽る学校内の教育は
抑制されることになった。この「決定」により、放課後の学校内の補習は禁
止され、生徒の学校内の学習時間が短縮されるようになった。 
さらに、教育部は 2013年 3月に義務教育段階の学校における「学習負担軽
減万里行」（原語・減負万里行）を展開し、学校の試験量や宿題量の申告を要
求した。また、試験科目と回数、宿題量などの学習負担に関する結果を教育
部に報告するように要求した。教育部は同年の 8月に「小学生学習負担軽減
10 か条」の原案を公表し、社会からの意見を募集した。原案の中では、「宿
題の禁止」、「校内試験の正常化」などの条目が制定された。 
2018年 12月に、教育部は生徒の過重な学習負担を軽減するための 30項目
の措置をまとめ、地方に伝えた。「小学校、初級・高級中学生の学習負担軽減
措置に関する通知」では、宿題は小学校 1・2年には出さず、3−6年は 60分
以内、初級中学は 90分以内とされ、定期試験は小学校 1・2年は 1学期 1回、
他の学年は 2回とされ、また、生徒に教育部門の認可を受けていない学科コ
ンテストには参加させない、といったことが規定された。 
この政策が発布された後、全国の学校では大きな改革が行われた。現在で
は、一部の学校の宿題の量はすでに減らされ、以前のように大量な宿題を出
すことがなくなった。そして、一部の小学校の放課時間は午後 5時から午後
3時までに調整され、小学生の在校時間は短縮された。  
 
3.拡大する学校外の「教育ブーム」 
教育部が様々な政策を打ち出したにもかかわらず、受験競争は依然激しく、
試験を中心に行われる進学選抜システムは変わっていなかった。最終目標で
ある中国の全国統一大学入試「高考」は毎年 6月 7日と 8日に行われ、大学
はこの入試の結果を基に生徒を選抜しており、受験生の今後の人生を左右す
る最も大切なイベントとも言える。 
「高考」でよい結果を出し、優秀な大学へ進学するために、生徒の親たち
は学校外においても良い講師を求め、子供に良質な授業を受けさせるために
尽力している。それにつれて、「高考」の受験科目である数学、国語、英語、
物理、化学、生物、政治、歴史、地理を補習する学習塾の需要は高まりつつ
ある。 
中国では 1979年から 2015年の間に一人っ子政策が実施されていた。一人
っ子の家庭では子供に対する親の期待が高く、親たちは成功の鍵は早めの準
備にあると考えて、小学校段階から優れた教育環境を求めて奔走している。
高額の費用を払って子供たちを各種の学習塾に通わせようとしている親もい
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る。 
生徒の学習負担は事実上減ることがなく、逆に、自分の子供の成功を願う
親たちの「教育熱」は高まる一方である。学校内の学習が十分認められてい
ないとなると、今度はその「教育熱」が学校外へと向かった。学校外の教育
費用は多くの家庭にとって大きな負担となる。しかし、子供に学校外の教育
を受けさせなくてもよいと考える親は多くない。  
ベネッセ教育総合研究所は 2017年に中国の主要都市である北京市、上海市、
成都市において、2778人の子育て中の保護者（母親）を対象に幼児期の家庭
教育国際調査は行った。結果、母親の 48.8％は子供の数学や文字の学習に、
40.6％は子供の外国語の学習に力を入れていることがわかった。この割合は
日本の首都圏の 1086人の母親の場合では、それぞれ 31.0％と 10.2％である。
その他に、子供の芸術的才能を伸ばすことに力を入れている親の割合は、中
国では 39.4％、日本では 10.4％であった6。子育ての方針において、中国の親
は幼児期から子供に学習系の習い事をさせることに力を入れる傾向が見られ
た。 
なお、中国では、子供は幼いうちから数学、英語、国語などといった受験
科目以外に、絵画教室や、楽器や音楽、バレエなどの習い事に通うこともよ
くある。小学校入学前に、また入学後にも放課後や週末、冬季と夏季の休み
に、少年宮（中国における少年芸術館）などの公共施設のほか、民間に多数
設けられている習い事教室で学び続ける。  
現段階では、中国の教育システムはまだバランスがとれておらず、学校間
の格差が常態的に存在している。教育システムの要は依然として大学進学試
験（高考）に集中している。子供たちは義務教育段階の後に、良い高校に進
学し、トップクラスの大学に入学することが期待されている。しかし、トッ
プクラスの大学に入学することは難しく、大学のレベルが高ければ高いほど
難しくなっている。入試の点数が学校の選抜の基準であるので、生徒はあり
とあらゆる方法と使って学習成績を上げることが最重要なのである。  
このため、親の意識は学校外にも向かうところとなった。多くの親たちは
金を惜しまずに、子供を学習塾に入れ、子供の成績を上げることに力を入れ
た。また、受験競争が激しくなるにつれて、各種の学習塾が急速に発展し、
学校外の「教育ブーム」は一層加熱することとなった。生徒は夏休み・冬休
み以外にも、多くの学校外の時間を勉強に使っている。学校の負担軽減は政
 
6 ベネッセ教育総合研究所ホームページ「幼児期の家庭教育国際調査」2018 年 11 月
30日 掲載。 
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策的には依然進行中であるが、これに伴って生徒の学校外での学習が広がっ
ていき、政府もこれを看過できずに規制をかけ始めたというのが 2018年まで
の状況であった。 
本研究では、習い事も含めて、政府が子供の学業負担を軽減させるという
目標を打ち出している中で依然醒めない学校外の「教育ブーム」という現象
に改めて注目してみたい。  
 
第三章 学校外の「教育ブーム」に関する聞き取り調査 
1.調査の概要 
本研究では、学校外の「教育ブーム」の現状と親の関与と負担を明らかに
するために、学校外の「教育ブーム」が進んでいる中国の北京市で、子供の
学校外の教育に力を入れる親 9人をインフォーマントとし、聞き取り調査を
行った。これらの親は、学校外の学習塾や習い事教室が発達する北京市で子
育てをし、子供に様々な学校外の学習塾や学習系の習い事教室に通わせ、子
供の学習について、強く関与し、また負担や不安を感じやすいといった特徴
がある。 
2019年 6月から 9月の間に、対象者に対して、半構造化インタビュー方式
を用いて 60分から 150分の聞き取り調査を行った。 
 
2.インフォーマントの基本状況 
本稿では、学校外の「教育ブーム」が深刻化している中国の首都である北
京市で、子育てをしている親 9人に子供の学校外の教育状況と子供の学習に
対する関与と対策について調査を行った。調査対象の基本状況は以下である。
（表 1） 
 
表 1 調査対象の基本状況 
調査対
象 
職業 
親子関
係 
子 供 の
性別 
子 供 の
年齢 
子供の学級 
A 弁護士 父子 女 16才 高校 2年 
B 企業社員 母子 男 6才 小学校 1年 
C 医者 母子 
男 18才 大学 1年 
男 10才 小学校 4年 
D 大学教授 母子 女 18才 大学 1年 
E 
大学 
管理職 
母子 女 13才 中学校 1年 
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F 専業主婦 母子 
女 13才 国際学校 5年 
男 10才 国際学校 8年 
G 高校教員 父子 女 10才 小学校 5年 
H 企業社員 母子 男 5才 幼稚園 
I 弁護士 父子 男 8才 小学校 2年 
 
3.インフォーマントの子供の学校外教育の参加状況 
学校外の教育状況を比較するため、研究対象である 9つの家庭の子供の校
外学習状況を①学校の成績を上げるために行った試験科目の学習②特技を習
得するための習い事の二つに分けて、それぞれの状況を把握する。表 2はイ
ンフォーマントの子供の校外学習状況をまとめた表である。 
 
表 2 インフォーマントの子供の学校外学習の参加状況 
子供の基本状況 子供の学校外の学習状況 
調 査
対象 
子 供
の 年
齢 
子 供
の 学
年 
分類 学習内容 合計 
A 16才 
高校 2
年生 
学 習
塾 
国際数学オリンピック、国語 
5科目 
習 い
事 
ダンス、ピアノ、声楽 
B 6才 
小 学
校 1年
生 
学 習
塾 
英語 
3科目 
習 い
事 
ピアノ、ハーモニー 
C 
18才 
大学 1
年生 
学 習
塾 
国際数学オリンピック、中学英語、中
学物理、高校数学、高校物理 
6科目 
習 い
事 
テコンドー 
10才 
小 学
校 4年
生 
学 習
塾 
国際数学オリンピック、小学国語、小
学英語 
7科目 
習 い
事 
テコンドー、美術、書道、声楽 
D 18才 
大学 1
年生 
学 習
塾 
国際数学オリンピック、中学数学、中
学物理、中学化学、高校数学、高校物
9科目 
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理、高校化学 
習 い
事 
ダンス、古筝 
E 13才 
高校 1
年生 
学 習
塾 
国際数学オリンピック、小学英語、中
学英語、中学物理、中学数学、中学国
語 9科目 
習 い
事 
中阮、美術、バトミントン 
F 
13才 
国 際
学校 8
年生 
学 習
塾 
英語 
14 科
目 習 い
事 
チェス、テニス、バトミントン、野球、
コッククライミング、スキー、テコン
ドー、チャチャチャダンス、ストリー
トダンス、ドラム、ピアノ、水泳、美
術 
10才 
国 際
学校 5
年生 
学 習
塾 
英語 
8科目 
習 い
事 
チェス、テニス、ランニング、水泳、
プログラミング、ロゴロボット、美術 
G 10才 
小 学
校 5年
生 
学 習
塾 
ケンブリッジ英語、国語 
4科目 
習 い
事 
水泳、バトミントン 
H 5才 
幼 稚
園 
学 習
塾 
数学、英語、ピンイン、国語 
7科目 
習 い
事 
サッカー、ローラースケート、美術 
I 8才 
小 学
校 2年 
学 習
塾 
英語、宿題指導 
3科目 
習 い
事 
美術 
 
4.学習塾の通い状況についての考察 
今回の調査を考察した結果、インフォーマントの子供たちが通った学校外
の学習塾の目的を大きく 3つに分けることができた。 
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一つ目の目的は、「学校の授業内容の振り返りと復習や授業中の疑問を解く」
ためである。インフォーマントの Cさんの長男が中学校、高校の時に受けた
英語、物理、数学の一対一の個別指導はこのような学校外の教育に当てはま
る。C さんの子供は学校の授業で分からないことや学校の先生に聞き損ねた
部分があったら、ノートに記録し、個別指導の先生に聞くようにしていた。
彼は中高生の時には自分の得意ではない英語、数学、物理だけを学校外の教
育で補習するようにしていた。授業中に分からなかったことについて、学校
外の先生に一対一で解答法を教えてもらった。C さんの聞き取り調査による
と、個別指導の効果は良く、子供の疑問が解消するなど、子供の成績の向上
に役に立った。 
二つ目の目的は「進学試験に備え、難しい問題を解く」ためである。名門
学校の選抜試験において、学校の授業で教えられた知識では対応できない難
しい試験問題が出題されることがある。このような難しい試験問題の解答法
を勉強するためには、生徒は学校外の学習塾や家庭教師を頼らなければなら
ない。 
この場合に当てはまるのはインフォーマントのEさんの子供の学習の事例
である。E さんの子供は常に学年トップの成績だった。E さんの子供は小学
校 3年生から塾を通い始めた。Eさんは最初は子供が学校外の学習塾に通う
ことに対し、抵抗があった。彼女は子供が学校で真面目に勉強を続ければ、
いい成績を取れると考えていた。しかし、学校の授業の難易度が低く、難し
い問題の解き方を生徒に教えることはなかった。試験の難問を解くために、
周りの親は子供を学習塾に通わせ始めていた。この状況の下で、抵抗があっ
たにも関わらず Eさんは子供を北京市の有名な学習塾に入れることにした。 
実際に、学校の授業に問題があることは明らかであった。E さんの子供が
通っていた小学校では、当時、小学校 2年の英語の授業では、単語しか教え
ていなかった。しかし、子供が 3年生に上がった途端に、英語の作文を子供
に書かせ始めたのである。 
「冬休みの期間に英語の作文の書き方に関する補習をしていなかった生徒た
ちは、スムーズに英語の作文を書くことができず、苦労した。」（Eさん） 
もう一つの具体例は数学の科目の試験の中に、国際数学オリンピックの難
問が出題されることである。国際数学オリンピックの補習を受けていなかっ
た生徒はこういった問題を解くことができず、高い点数を取ることができな
かった。E さんはこの問題を解決するために、学校の授業と試験問題の難易
度の差を埋めるよう、子供に学校外の学習塾を通わせることにした。彼女に
よると、子供が中学生の時に通う学習塾には大きな効果があるとのことだっ
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た。そして、E さんの子供は学年トップの成績を取ることができた。彼女に
よると、校外の学習塾を抜きで、子供が学年トップの成績を取ることは不可
能とのことだった。 
「（子供が）高い点数を取るには、学校の授業だけでは足りない。試験問題が
少しでも難しかったら、学校外で補習していない学生がわからなくなる。娘は
今年（2019 年）の高校進学試験を受けたばかりで、試験問題は難しかった。
塾で補習しないと高い点数を取ることはほぼ不可能だった」（Eさん） 
ここで特に注目すべきなのはEさんの娘のような優秀な生徒が学習塾を利
用することと同時に、優秀な学習塾も生徒を選抜していることである。E さ
んの子供が通った校外の学習塾は北京市の有名な学習塾であり、E さんの子
供が通っていたのはその中でも優秀な生徒向けのクラスであった。講師が有
名なために、授業中はそのクラスはいつも満員である。事前に予約しないと、
クラスに入ることができない。E さんの子供が夏休み、冬休み中に受けた国
語の授業では、時間に余裕を持っておかないと席を確保できない状態だった。
有名な塾に子供を入れることも競争となった。 
三つ目の目的は「事前学習」のためである。この場合は、入学前の事前学
習と入学後の事前学習の二種類の事前学習がある。入学前の事前学習の事例
として、インフォーマントの Hさんの話を取り上げたい。Hさんの子供はま
さに小学校の進学を迎える時期である。 
「小学校の面接では、20 以内の足し算、引き算、掛け算、割り算が出来るか
どうかが進学の結果に関わる」（Hさん） 
そのため、それらの知識に関する事前学習は必須である。小学校では新入
生に一から教えるという規定があるのだが、明確な最低授業時間はなかった。
そのため学校の授業では、基礎的な足し算、引き算、掛け算、割り算につい
て、教師が丁寧に教える保証はない。 
「自分の子供が無事に良い小学校に進学したとしても、事前学習なしに、学校
の授業についていけるかどうかはわからない」（Hさん） 
入学後の事前学習の内容は主に次の学期の授業内容である。Dさんの子供
が中学校の時に通った数学、物理、化学の学習塾は次の学期の授業内容を教
えていた。Dさんの子供は次の学期の授業内容を事前に学習をしていた。 
「子供は毎回授業が終わった後に疲れを感じていたようだった。しかし、授業
内容はいずれにせよ、勉強しなければならない内容だから、前持って勉強した
ら、後ほど楽になる。」（Dさん） 
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学習の内容はいずれも勉強する必要のある内容のため、子供が毎回補習を
受けた後に疲れを感じていたにも関わらず、Dさんは事前学習をやめさせる
ことはなかった。 
 
5.習い事の学校外教育についての考察 
①習い事の時期   
9つの家庭の中で、子供の習い事の学校外の教育期間は幼稚園から小学校 4
年生までの間に集中する傾向がある。原因は小学校 4年生以後に学校の授業
が難しくなっていくにつれ、親は学習塾を優先させるために、子供に習い事
をやめさせることにある。インフォーマントの Aさんと Dさんはこのような
事情を話した。他に、インフォーマントの Iさんも同じ考え方を持っている。
彼らは子供が学校の勉強を優先すべきだと考え、大学に入学した後に習い事
に時間をかけても遅くないと話していた。学業のプレッシャーがある以上、
子供の習い事の継続は難しいのである。 
 
②習い事の選択についての考察 
 習い事の選択において、本研究の聞き取り調査に通じて、習い事に影響を
与える要因を四つにまとめた。 
一つ目の要因は「子供の自らの学習意欲」である。F さんの子供は様々な
習い事に対し興味を持ち、自ら習い事をするのを望み、学校外の習い事教室
に通いたいと親に相談している。二つ目の要因は「親の子供に対する期待」
である。「音楽を身に付けさせたい」（Aさん、Bさん）、「体を鍛えてもらい
たい」（Cさん）などの期待は子供の習い事に影響する要因になる。三つ目の
要因は「兄弟の影響」である。子供は兄弟がいる場合では、親は兄弟二人に
同じ習い事をさせる傾向がある。2人の子供を育つ Fさんと Cさんはこの場
合に当てはまる。四つ目の要因は「親自身の幼い頃の経験」である。親は幼
い頃に家庭の事情で、習いたいことを習えなかった経験を持つ場合、自分が
できなかった習い事を子供に習わせることがある。Aさんと Fさんの聞き取
りから、子供の習い事の選択において、このような影響が見られることがわ
かった。 
 
③習い事の継続についての考察 
 習い事の選択以外に、習い事の継続も視野に入れておきたい。習い事の継
続には、子供の意志だけではなく、親の意志も問われていることは明らかで
ある。特に楽器の学習において、親が子供に練習を促すことをしなかったた
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めに、子供が習い事を継続できなかった場合が見られる。B さんは脳の発育
にポジティブな影響があるという考えから、子供にピアノの練習を習わせ始
めた。しかし、子供はピアノの練習を練習する時に、親がそばにいるときだ
け真面目に練習していた。親が付き添わずに、子供にピアノを練習させると、
子供は真面目に練習することがなく、集中力が散漫になることが多かった。 
「ピアノを習うには子供だけではなく、親も大きく関わっている。練習は子供
の意志が必要なだけではなく、親の意志も必要だ。」（Bさん） 
B さんの話によると、意志が弱い子供に対し、親が練習に付き添い、真面
目に練習するように促すのが重要になるという。子供の意志だけではなく、
むしろ親の意志も問われるところである。 
 子供の学校の勉強が忙しくなる時期に、長年続けた習い事をやめる場合も
ある。Aさんの娘と Dさんの娘はそれぞれダンスと古筝を 7 年習っていた。
彼女たちが長年続けた習い事を辞めたのは学業が忙しくなったからである。 
 
第四章 学校外の教育の実態、親の関与・負担と対策 
  聞き取り調査を通じて、9 人のインフォーマントの子供の学校外での教育
状況を把握することができた。本章ではこれらのインフォーマントたちの子
供の学校外での教育状況に基づき、子供に対して親のいかに関与しているか、
また、その負担と対策を学校外の「教育ブーム」と関連づけて考察する。 
 
1学校外の教育の実態 
中国の教育の現状として、受験や進学の競争が激しくなりつつある。この
ような状況の下で、優秀な学校に進学する際に重視される成績を上げるには、
学校の勉強では足りず、学校外の教育に受けることが一般的になりつつある。
親は子供に大きな負担をかけることに抵抗があるにもかかわらず、子供の成
績向上のために学校外の教育に依存せざるを得ない。学校外の様々な学習塾
は子供たちの第二の学校になりつつある。 
 
難しい試験問題と学校教育の矛盾 
 聞き取り調査の分析から、学校外の「教育ブーム」を加速させているのは
進学試験の難易度の高さと学校教育の易しさとのギャップである。インフォ
ーマントの Eさんが口述したように、学校で勉強した知識は基本的なものに
すぎず、実際に進学試験の結果を左右しているのは試験の後半にある難しい
問題である。高校の進学試験を経験した Eさんの子供は学校の授業で教えら
れた知識だけを頼りにしたのでは、進学試験の難しい問題で良い成績を取る
 -140- 
ことができなかったと Eさんは話した。Eさんの子供が高校の進学試験を受
けた時には難問が多かったが、これらの難問を解くためには学校外の学習が
必要なのであった。 
 E さん以外にも国際数学オリンピックの学習塾に子供を通わせた経験があ
った A さんもこの問題について話していた。A さんの子供が通う学校では、
数学の試験の中で、「附加題」という難しい問題があり、それを解くためには、
通常の授業では教えていない難易度の高い解法を用いることが必要であった。
そのため、学校外の学習塾を頼らなければならなかった。 
 Eさんと Aさんの事例から、試験で出題されるような難問の解答法を学校
で習うことができないという状況が学校外の「教育ブーム」を加速させたと
考えられる。試験で難しい問題を解き、良い成績を取るためには親たちが子
供を様々な学習塾に入れざるを得ない。人材を選抜するための進学試験は難
易度を下げられない現状に対し、学校での生徒の負担を軽減するために、授
業内容の難易度を下げたり学習時間を短縮させたりしている。成績を上げる
ための抜け道として、親は子供の学校外の教育に力を入れたのだ。 
 
入学前事前学習のブーム（「助長」式教育） 
インフォーマントの Hさんの聞き取り調査から、一部の小学校の入学前の
面接では、子供のピンインや漢字、算数などの一部の知識の習得が要求され
ていることがわかった。しかし、中国の教育部が 2018年 7月に公布した「教
育部弁公庁関於展開幼児園“小学化”専項治理工作の通知」により、幼稚園で
は小学校の授業内容であるピンイン、識字、計算、英語などを小学校で教え
ることは禁止されている。つまり、子供はこれらの知識を習得するために、
幼稚園以外の場所で指導を受けなればならない。この問題の解決法は、幼い
子供を学習塾に入れ、小学校の学習内容を事前に学習することである。また、
親は自分の子供が小学校に入学した時にある程度の学習内容を習得していな
いと、学校の授業についていけなくなるのではないかと不安になる。これも
また、小学校入学前の事前学習の理由となる。 
 他に、小学校の入学前だけではなく、一部の小学生や中学生も学校でまだ
教えられていない学習内容を事前学習する。学校の授業の計画より早く勉強
することで、学校の授業内容を理解しやすくなる。それ以外に、学校の学習
内容より難しい問題が試験問題に出るからである。試験で良い点数をとるた
めに、一部の生徒は土日の休暇や夏休み、冬休みを利用し、次の学期の内容
を事前学習する。事前学習をするためにもまた、様々な学校外の学習塾を頼
らなければならない。このような事情で、事前学習もまた学校外の「教育ブ
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ーム」を加速させる。 
 
学校外の教育の低年齢化  
 「教育ブーム」が加速するなかで学校外の教育の低年齢化が進んでいる。
子供が生まれてからの早期教育、小学校に入る前に通う「学前班」（子供が小
学校でスムーズに勉強できるための事前学習の塾）や小学生向けの国際数学
オリンピック、英語、国語の補習など、学校外の教育の低年齢化は確実に進
んでいる。 
 二人の子供を育てるインフォーマントのCさんは学校外の教育の低年齢化
を実感している。Cさんの長男と次男は 8 歳差である。長男は小学校在学中
に、習い事のテコンドー以外に学校外教育を受けたことは一切なかった。学
校帰りに宿題をした後にはいつも遊んでいた。しかし、次男は小学校在学中
に、学校外で国際数学オリンピック、英語、国語の学習塾に通い、更に美術、
書道、声楽、テコンドーの 4つの習い事をしている（表 3）。 
 
表 3 兄弟が小学校段階で参加する学校外の教育の内容の比較 
長男 
学習塾 通わなかった なし 
習い事教室 テコンドー 1科目 
次男 
学習塾 
国際数学オリンピック、小学国語、小学英
語 
3科目 
習い事教室 美術、書道、声楽、テコンドー 4科目 
 
 C さんは一人目の子供を育てる際に、子供が小学生の段階では学校外の教
育にほぼ受けていないことに不安や焦りを感じなかった。しかし、8 年後二
人目の子供を育てる際には、同じ小学校の段階では、子供に学校外の教育を
受けさせなければいけないと強く焦りや不安の気持ちを抱えている。彼を不
安にさせるのは成績の競争が激しくなる一方である現状と進んでいる学校外
の「教育ブーム」である。 
 
2 親の関与・負担 
 学校外の「教育ブーム」は親の大きな負担となっている。経済的な負担は
当然だが、本研究で注目するのは、経済的な負担以外に、子供の学校外の教
育に関与している親の時間と精力がどの程度消耗しているのかである。フィ
ールドワーク調査を通して、子供の学校外の学習は単に経済的に金銭が必要
なだけではなく、関与する親の時間と精力も必要であることが明らかになっ
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た。 
 
2.1親の教育負担の増大 
①時間と精力の消耗 
 学校外の教育は、単に子供の時間と精力を消耗させるだけではなく、付き
添いや送り迎えをする親の時間と精力を奪っている。学習塾の場合は、親は
子供と一緒に授業を聞き、子供が理解できなかった難しい内容を子供に教え
る。インフォーマントの Cさんと Gさんはこの付き添いの経験があった。実
際に、多くの学習塾では、クラスの席の前半分は子供、後ろ半分は親が座る
風景がよく見られる。 
 学習塾だけではなく、習い事の学習も同じである。第三章で述べた Aさん
とBさんの事例から、楽器の練習は親が促すことが必要であることを示した。
場合によっては、付き添いも必要である。親がどれだけ子供の練習を促せる
かによって、子供が練習する時の態度や練習の効果が違う傾向がある。しか
し、このような子供の習い事の付き添いはまた親のストレスになり、親の意
志を消耗している。 
 
②学校からの学習課題の増加 
 学校は子供の勉強を見るのも親の責任だと主張し、宿題のチェックなど生
徒の指導の一部を親に任せようとしている。家庭の教育の中心は子供の道徳
教育から子供の宿題の指導や学校で勉強する知識の教学へと変化する傾向が
ある。特に、現在の多くの小学校では、子供が家で宿題について分からない
ことがある場合には、親が指導するように学校の教師が要求している。イン
フォーマントの Gさんは学校から子供の宿題を毎回チェックし、サインして
から学校の先生に提出するように要求された。普段共働きをする親にとって、
仕事の終わりに子供の宿題を見るのは大きなストレスになる。 
 また、学校の教員からの指導が不足していることも親たちの不安の原因と
なっている。インフォーマントの Iさんは、子供が小学校 2年生で、放課後
に教師が定時に帰るため、宿題の分からない所については親を頼らなければ
ならない状況であると話した。I さんだけではなく、インフォーマントの H
さんも同じような状況を指摘した。 
今では、多くの小学校は午後 3時に終わるが、親の仕事がまだ終わってい
ないため、子供の出迎えサービスや宿題の指導がある塾や教室に入れること
となっている。各種塾や教室は親の負担を軽減するという需要があるところ
に成り立っている。 
 -143- 
 
2.2周囲との比較によるストレス  
 インフォーマントの親たちは自分の子供の同級生の中で学校外の教育を受
けていない子供はほぼいないと話した。特に、受験の年には子供の同級生全
員が学校外の補習を受けるのは珍しくない。このような学校外の補習は効果
があるかどうかは別として、受けないだけで親の不安や焦りの原因になる。
Dさんの子供は高校 3年生の時に学校外で数学、物理、化学の 3科目の補習
を受けた。Dさんの子供は学校外の補習を受けることにより、成績が大きく
変わることがなかった。しかし、同級生の全員が補習を受けていたから、D
さんの子供も補習をやめることが出来なかった。補習の効果は明確ではなか
ったが、補習を受けていること自体が心理上の慰めになっていたのである。 
「子供に学校外の補習をやめさせることが怖かった。補習をやめたら子供の成
績はどうなるのかわからなかったからだ。」（Dさん） 
 Dさんが話したことは多くの親の心理を反映している。子供の教育に関心
を持つ親は常に周囲の子供の状況と比較している。親たちは周囲の子供が学
校外で補習を受けること自体に不安や焦りを感じ、自分の子供にも学校外の
補習を受けさせる。このような競争心理はまた子供の教育において、親たち
がストレスを感じる原因となる。 
 
3「教育ブーム」に対する親たちの対策と選択 
学習方式の変更 
 子供の学校外の教育を学習塾や家庭教師などのオフライン学習からオンラ
イン学習に変更することがまず挙げられる。オンライン学習の費用は比較的
安く、送り迎えの必要がなく子供と親の精力の消耗を抑えることができる。
インフォーマントの中で、Hさんは子供が受けている数学、英語、ピンイン、
国語の授業を全てオンラインの授業にした。Hさんの話では、オンライン授
業の教育費は 1時間 100元(約 1475円)で、オフラインの授業の約半分の値段
である。他にも、オンライン学習には、授業の時間が調整しやすく、塾に行
く手間を省けるという利点がある。故に、学校外の教育の負担の軽減を図ろ
うとしていた Hさんは学習塾よりオンラインの授業を選択したのである。 
 
学習項目の厳選 
 学校外の教育の負担を軽減するために、親たちは学校外の学習項目を厳選
している。この場合の典型となるのは子供に習い事をやめさせ、学習塾に集
中させることである。前述した Aさんと Dさんが学校外の負担を軽減するた
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めに、子供の習い事を中止させたことはこのような場合に当てはまる。 
 一つの習い事を長期に渡り、習わせる事例もある。C さんと I さんが子供
に美術を習わせたのはこの例である。また、こうした長く続いた習い事は親
と子供両方の合意が必要不可欠である。前述した Fさんが二人の子供が長年
チェスを習うことができたのはこの条件を満たしたからである。 
 
子供の進路を考え直す 
 学校外の「教育ブーム」が加速している一因として中国における受験や進
学の競争の過熱が挙げられる。一部の裕福な家庭は子供を国際学校にいれ、
将来中国での激しい競争に参加させず、海外の学校に進学させようと考えて
いる。インフォーマントの Fさんはそうである。彼らは中国国内の受験競争
を避けるため、子供を国際学校に入れた。将来、海外の大学に子供を行かせ
ようと考え、子供の幼い頃に数学、国語の学校外の教育を受けさせず、英語
の学習を重視した。国際学校の授業も基本的に英語で行われていた。 
 このように、国内の進学試験を受けずに、海外の学校に子供を入れること
を選択することによって、国内進学のための厳しい受験対策を避け、学校外
の教育の負担を軽減させるのである。子供が様々な習い事に触れることがで
きたのは学校外の学習塾に頻繁に通うことがなかったからである。しかし、
F さんは自分の子供は学習において、他の子供と比べ、遅れているのではな
いと心配になることもある。 
 
第五章 結論  
 本研究では、子供の学校外の「教育ブーム」と親の関与、対策について調
査を行い、考察をした。2019年夏に行った親のインタビューでは、2018年か
ら 1年かけて行った学校外教育施設の点検整理が大規模な範囲に及んだにも
関わらず、少なくとも親の学校外教育施設、学習への意識や参加実態にはほ
とんど影響を与えていなかった。中国の学校教育において、進学システムの
中心は依然として受験にある。生徒の間に差をつけるために、学校の学習内
容以外に、より難しい試験問題が出題される。難しい試験問題と易しい学校
教育の間の矛盾が激化し、多くの親は子供が試験で良い成績を取るために、
学校外の学習塾に子供を入れた。学校教育に期待できず、難しい試験問題を
解くために、学校外の塾を受けることが一般的となっている。 
更に、本研究において事前学習がブームになりつつあることが明らかにな
った。一部の小学校の入学試験はピンイン、国語、算数などの知識の習得が
要求されている。しかし、公立幼稚園では政府の規定により、これらの知識
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について教えることができない。故に、子供は塾を頼り、これらの知識を学
習する。また、小学校入学以後も、次の学期の授業内容について事前学習す
る現象がみられる。これは、受験でより良い成績を取るための事前学習であ
る。この現象は中国における学校外の「教育ブーム」を反映し、これから注
目しなければならない問題である。 
本研究で行った聞き取り調査の内容から、インフォーマントの子供の学習
塾の参加が低年齢化する傾向があることが明らかになった。小学校の入学を
スムーズに進めるために、親は子供を事前学習の塾にいれ、小学校での学習
内容を学ばせる。また、小学校の段階から、子供の成績を上げるために、子
供の放課後の時間を利用し、子供に学習塾を通わせる。上述した内容が原因
となり、子供の学校外の「教育ブーム」が起き、そして、受験競争が激しく
なるにつれ、小学校、さらに幼児園段階の子供も学校外の学習をせざるを得
ない状況である。 
 子供の学校外の学習の負担が増加することは、子供自身だけではなく、家
族全員の時間、金銭や精力の分配と深く関わっている。本研究で考察したと
ころ、子供の学校外の教育は親の時間と精力を消耗させている。多くの親は
子供の塾の学習に付き添い、子供と一緒に学習塾の授業を聞き、さらに、授
業中で子供がわからないところを授業の後で子供に説明する。このプロセス
は非常に時間や精力がかかるのである。そして、幼い子供が学習塾を通う際
に、親も子供の塾の出迎えをしなければならない。 
学校外の学習塾の付き添いだけではなく、学校の宿題の指導も親の負担を
増加させる。一部の小学校では、親に子供の宿題の指導をするように要求し
ている。親たちは仕事帰りで疲れているのにも関わらず、子供の勉強を手伝
い、関与しなければならない。この状況も親の負担を増大させている。 
それ以外に、周囲の子供との比較も親たちのストレスになる。周囲の子供
の大多数が学校外の塾で学習している中で自分の子供を学校外の学習塾に入
れなければ不安になる。学校外の教育がブームとなった現在では、中国の親
たちはこのようなストレスを抱えている。 
親たちは学校外の教育費用を抑え、時間を節約するために、様々な工夫を
行った。本研究で考察した具体的な親としての工夫は三つである。①学校外
の教育の学習方式をオンラインに変える。②子供の習い事を辞めさせ、学習
塾に集中させる。③中国国内の激しい試験競争を避けるために、国内の進学
を断念し、子供を海外の大学に入れる。 
特に、②の習い事に関しては、子供の多様な才能を開発したい親の素朴な
願望も、受験のプレッシャーで抑えられている。子供の習い事を継続するこ
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とを断念することも多い。インフォーマントの語りから、学業の負担の増大
により長年続いた習い事を辞めさせる例が見受けられる。受験のプレッシャ
ーがある以上、習い事と学業の両立が難しくなり、子供の習い事を長期的に
継続することが難しくなっている。 
中国政府は生徒の学習負担を軽減させるために、学校教育において、様々
な政策を打ち出した。しかし、生徒の学校外の学習負担が増大しつつある。
このような学校外の「教育ブーム」が起こる根本的な原因は激しくなりつつ
ある受験競争にある。 
子供の受験競争は親の不安と焦りを引き出し、周囲の子供との比較はさら
に親たちのストレスを増加させる。子供の受験競争の犠牲者となる親たちは
不本意でありながらも、子供の教育に関与し、子供の学校外の補習に力を入
れている。子供だけではなく、親たちも受験競争に翻弄されていることが明
らかである。 
 学校外の「教育ブーム」を緩和させ、生徒の学習負担を軽減し、子供の多
様な才能を開発するための根本的な解決は受験のプレッシャーを軽減するこ
とにある。学校の内外において、子供と親に様々な問題を引き起こしてさら
に一向に冷める気配のない受験競争をどのようにして緩和させるか、この難
題解決の糸口はいまだに見えてこない。 
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